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ジャパンラグビー 2023 年度事業計画 概要 
 

 日本ラグビーフットボール協会は、「ジャパンラグビー中期戦略計画

2021-2024」の中で、2050 年をゴールとした⾧期目標として、Mission「ラ

グビーが世界一身近にある国へ」、Vision「世界のラグビーをリードし、

スポーツを越えた社会変革の主体者となる」、Target「再びワールドカッ

プを日本に招致し、世界一になる」を宣言しております。 

 

 本事業計画は、「中期戦略計画 2021-2024」を完遂するため、2023 年度

中に達成しなくてはならない戦略事業となります。そのため、本年度よ

り責任所在の一層の明確化を図るべく、当協会の事業遂行組織（部門・

室）と委員会・支部協会ごとにまとめました。 

 また、昨年 5 月に策定した人材戦略をベースに、2023 年 4 月 1 日付け

で、協会職員の人事制度を全面的に刷新致しました。新制度の下、各組織

が掲げた事業計画を個人目標に連鎖させて職員全員が一丸となって取り

組みます。個々の職員の業務遂行の結果が個人評価となり、組織目標の

達成に繋がる仕組みです。 

 

 事業計画の策定に先立って開催された理事会での議論を通して、2023

年度事業計画では、「中期戦略計画 2021-2024」との連動性は維持しつつ、

「代表強化」「ワールドカップ再招致」「普及」の 3 つを重点事業とし、

「女子ラグビー」「機運醸成＋自治体連携」「レフリー」「新規事業（ジャ

パンラグビーリーグワン、ジャパンラグビーマーケティング、JAPAN 

BASE 福岡）」の 4 つを強化課題と位置付けました。 

 2023 年度の事業遂行に際しては、「絞りと集中」の視点に立ち、これま

で以上にメリハリを効かせて、一層の高みを目指すこととします。 

 

 世界最高峰を目指すジャパンラグビーリーグワンは２シーズン目に入

っています。昨年 12 月には当協会とジャパンラグビーリーグワン、SONY

グループの 3 社が出資する形でジャパンラグビーマーケティングが設立

されました。9 月にはフランスでワールドカップが開幕となります。2023

年度は、ワールドカップイヤーであると共に、この 3 社体制となって臨

む初年度となります。各社がそれぞれの事業性を高めながら、存在価値、

付加価値を高めていきたいと考えております。 

 

 当協会では、2021 年 9 月に「ダイバーシティ＆インクルージョン（D&I）

推進宣言」を発表しています。ラグビーへの関わりを希望するすべての

人を受け入れると共に、誰もが生きやすい共生社会の実現に向けて、着

実に歩みを前に進めてまいる所存です。 

 

 最後に、2023 年度も当協会の組織基盤を一層強固なものとするため、

組織力やガバナンスの強化に取り組むと共に、ワールドラグビーが掲げ

るコアバリュー（品位・情熱・結束・規律・尊重）を体現できる人材の育

成にも積極的に取り組んで行きます。 



4 

 

2023 年度事業計画 

 

領域Ⅰ 総務（COS） 
 

総務部門 

人事部門 

業務推進部門 

インテグリティ推進部門 
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【総務部門】 
事業計画 具体的施策 中期戦略計画 

1.組織強化 ・組織規程と、それに関連する業務分掌、決裁権限、委員会や会議体に関わる規程な

どを見直し、事業遂行部門による遂行体制を強化する 

・ガバナンスコードや公益認定において要請されている規程やガイドラインなどを整

備し、協会内、関係者へ告知・共有（具体的には、個人情報保護に関する基本方針、

印章規程、役員国内出張旅費規程など）を行う 

 

1.組織基盤の強化 

2.働く環境の整備 ・事業遂行部内・ジャパンラグビーリーグワン・ジャパンラグビーマーケティングと

の円滑な業務連携を実現し、業務委託契約、委員会委員、支部協会・都道府県協会

とのコミュニケーション・情報共有を推進するためのルールとツールの整備を行う 

 (1)物理的なオフィススペースの不足を補うための環境整備、ルール整備を行う 

 (2)テレワークを円滑に活用のためのルール整備を行う 

 (3)最適なコミュニケーションツール、グループウェアへのスムーズな移行を行う 

 (4)ハード、ソフト両面でのセキュリティ上の課題を解決する 

 (5)協会内の情報インフラ及び支援体制を整備する 

 

1.組織基盤の強化 

3.RWC 再招致支援 ・RWC2019 を起点とする RWC 再招致に向けての役員、関係者の活動をバックアッ

プする 

 

【重点事業】 

  



6 

 

【人事部門】 
事業計画 具体的施策 中期戦略計画 

1.新人事制度の運用と人材育成 ・2023 年 4 月より新人事制度の運用を開始。継続的に運用できるためのフローを構築

し実行する 

・評価制度を確立させ、ブラッシュアップを行う 

・各等級における人材育成プログラムを策定し、実行する（マネジメント人材の育成

含む） 

1.組織基盤の強化 

2.就業規則及びその他労務関係規

則の整備 

・就業規則及びその他労務関係の規則を整備し、組織内のガバナンスを構築し、職員

が働きやすい環境とする 

・規則に沿って給与計算業務を行う 

 

1.組織基盤の強化 

3.要員計画策定フローの確立 ・健全な組織運営のための要員計画を策定するためのフローを確立する 

 

1.組織基盤の強化 

4.人材採用 ・幅広い人材採用のため採用チャネルの拡大を行う 

・適切な人材を採用するため適性テストなどを導入する 

1.組織基盤の強化 

5.国際人材の育成 ・日本協会における国際人材の要件を定義し、育成計画を策定・実行する 

 

1.組織基盤の強化 

6.D&I の推進 ・多様な人材採用を進めると同時に、活躍するための環境づくり。アンコンシャスバ

イアス（無意識の偏見）を取り除くための研修などを実施する 

14.社会連携・国際連

携のための体制確立 

7.DX ・採用及び人事労務管理のクラウドシステムに関する業務効率化と効果を高めるため

の施策を計画し、実施する 

1.組織基盤の強化 
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【業務推進部門】 
事業計画 具体的施策 中期戦略計画 

1.ガバナンス強化 ・定期的な連絡会・全国都道府県協会理事⾧会議（年 2 回）を実施し、支部協会・都

道府県協会との一層のコミュニケーションを行い、有機的な連携体制を構築する 

1.組織基盤の強化 

2.日本協会基金制度の発展 ・RWC2023 開催、遺贈寄附、税制優遇を、HP・基金通信にて開示し、予算目標を達

成する 

6.非イベント収入機

会の確保と強化 

3.国・自治体・スポーツ管理団体と

の事業連携 

・国・自治体への要件・要望に関する集約・渉外調整（代表活動、普及活動など）を

行う 

・ラグビー関連の助成事業の計画整理を進め、ラグビー関連の助成・公募事業（委託

事業、助成金・交付金事業）の獲得に繋げる 

・ラグビーとの地域協創を推進する自治体連携協議会（自治体ワンチーム）と連携し

た事業拡大や機会創出に取り組む 

6.非イベント収入機

会の確保と強化 

・RWC 再招致に向けた計画化と基盤整備など、必要となる準備活動に着手する 【重点事業】 

4.スクラムジャパンプログラム

（SJP）活動の積極的推進 

・都道府県協会の普及育成における体制整備と事業の洗い出しを通して、SJP 事業と

しての社会的価値の整理と情報発信の強化を行う 

6.非イベント収入機

会の確保と強化 

5.補助金・助成金活用のための体

制整備 

・中央省庁の補助金・助成金に対し、協会としての体制整備（既存、新規事業の整理

と確保）を行う 

6.非イベント収入機

会の確保と強化 

6.機運醸成＋自治体連携 ・2019 年 RWC において構築された各自治体への情報共有や連携の機会創出を、2023

年 RWC 開催を契機にさらに拡大させると共に、ラグビーを地域から活性化させる

ための普及活動や日本代表戦事業における機運醸成活動を行う 

【強化課題】 

7.業務推進部門活動プロジェクト

管理 関連準備事業 

・事業遂行部における会議体基盤、支部・都道府県協会連携、RWC 再招致に向けた

基盤、ジャパンラグビーリーグワン連携のための基盤などの各種整備を行う 
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【インテグリティ推進部門】 
事業計画 具体的施策 中期戦略計画 

1.ガバナンス強化 ・都道府県協会ガバナンス強化事業を継続し、問い合わせ対応（法務・財務）、ガバナ

ンスハンドブックの提供、ガバナンスコード評価支援、ガバナンス関連研修の開催、

都道府県協会運営資料の共有などを行い、法人化やガバナンス強化の支援を行う 

  

1.組織基盤の強化 

 

 

 

 

2.コンプライアンス体制の強化 ・都道府県協会の体制を整備するとともに、ジャパンラグビーリーグワンとの連携を

強化する 

・アンチ・ドーピングについて、啓発活動の展開と検査支援を実施する 

・処分履歴のデータベースを整備し、適切な処分を実施する 

 

8.安全で、誠実なラグ

ビーを通じてラグビ

ー憲章を守る 

3.インテグリティ推進活動の展開 ・研修体系を整備し、フェアプレーに関する発信・教育（未成年カテゴリー向け、含

むコアバリュー）を推進する 

・インテグリティ相談窓口の改善を図る（窓口体制の強化、匿名対応） 

・セーフガーディング活動を推進する 

 

8.安全で、誠実なラグ

ビーを通じてラグビ

ー憲章を守る 
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2023 年度事業計画 

 

領域Ⅱ 財務（CFO） 
 

財務部門 
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【財務部門】 
事業計画 具体的施策 中期戦略計画 

1.中期財務計画の見直し ・前年度決算及び今年度進捗状況を定期的に報告する 

・進捗状況を踏まえて中期財務計画の見直しを検討・提案する 

・中期財務計画に沿った 2024 年度予算策定方針を検討・提案する 

  

7.財務基盤・管理シス

テムの強化 

 

 

 

2.予算管理・会計システムの改善 ・法改正に対応した会計システムの導入及び運用フローを作成し、事務効率化を図る 

・予実管理の効率化に向けた情報収集を継続し、システム導入を検討し、計画書を作

成する 

  

7.財務基盤・管理シス

テムの強化 

 

 

 

3.資産運用・規定見直し ・財産運用状況を検証し、定期的な報告を行う 

・財産運用方針及び追加運用について検討・提案する 

 

  

7.財務基盤・管理シス

テムの強化 
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2023 年度事業計画 

 

領域Ⅲ マーケティング（CMO） 
 

マーケティング部門 

メディア事業部門 

大会運営部門 

ファンエンゲージ・プロモーション 
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【マーケティング部門】 
事業計画 具体的施策 中期戦略計画 

1.マーケティング計画推進体制の

強化 

・関係団体や支部協会との協業や広告代理店との連携強化を進めると共に、各種ステ

ークホルダーとのリレーション深化によりパートナーシップの推進を図る 

・ジャパンラグビーマーケティングとの協業による、ラグビーマーケットの価値向上

を目的とした体制の編成を行う 

 

4.既存事業の価値最

大化と収益機会の多

様化 

 

 

2.日本代表スポンサー・各種大会

スポンサー獲得によるコマーシャ

ル収入の最大化 

・ジャパンラグビーのドライバーとなる日本代表マーケティングプログラムを軸とし

た既存セールスプログラムの拡大と、新規スポンサー獲得に向けた事業共創視点に

よるアクティベーションの創出と企画開発を行う 

・マーケットインによる新設大会の検討を行い、収益化を進める  

4.既存事業の価値最

大化と収益機会の多

様化 

 

 

3.ジャパンラグビーを包括したブ

ランディングプロジェクト推進 

・ジャパンラグビーマーケティングとの協業にて、ファンエンゲージメント起点によ

る各種大会（全国大学選手権、全国高校大会、太陽生命ウィメンズセブンズシリー

ズ、各普及大会など）やコンテンツのリブランディングを行う 

  

4.既存事業の価値最

大化と収益機会の多

様化 
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【メディア事業部門】 
事業計画 具体的施策 中期戦略計画 

1.ラグビーの全カテゴリーの放

送・配信の実現に向け、放送局・配

信局との関係強化 

・放送権販売の強化を進める 

・放送、配信業界の環境変化に対応したメディアパートナー戦略を設計し、各放送局・

配信局とのパートナーシップを確立する 

  

4.既存事業の価値最

大化と収益機会の多

様化 

  
2.ラグビーの配信体制とマネタイ

ズの確立 

・ジャパンラグビーマーケティングと協業し、ラグビー界としての配信体制を確立し、

既存放送局・配信局との両立を図る 

・都道府県協会を含む、ラグビーファミリーによる配信窓口一元化によるファンの増

大と一体化を図る  

5.既存意識を超えた

新たな分野への挑戦 

 

  
3.新しい観戦体験の創出 ・ジャパンラグビーマーケティングと協業し、パブリックビューイングはもとより新

しいデジタル観戦体験を計画・実行する 

 

 

 

5.既存意識を超えた

新たな分野への挑戦 

 

  

4.ラグビー界の映像を財産として

確保する 

・ジャパンラグビーマーケティングと協業し、クラウドでの映像管理とラグビー界内

部・外部との共有を進め、映像のマネタイズを実現する 

  

4.既存事業の価値最

大化と収益機会の多

様化  
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【大会運営部門】 
事業計画 具体的施策 中期戦略計画 

1.男子 15 人制国際試合における獲

得収益の最大化 

・国際大会における日本代表チーム強化による注目度の向上、及び興行価値の強化に

繋げるため、国際水準の競技運営を遂行し、世界大会の運営水準を参考にしながら、

お客様、各大会ステークホルダーへのサービスレベルの向上を図る 

・適切なサービスレベル設定と運営の効率化により、運営コストの最適化を図り、事

業予算における収益目標を達成する 

 

5.既存意識を超えた

新たな分野への挑戦 

2.女子国内大会における収支改善

と目的とした会場運営体制、運営

水準の向上 

・国際大会における日本代表チームの競技力強化による注目度の向上に繋げるため、

国際基準の競技運営を遂行し、プレイヤーウェルフェアの改善を図るとともに、運

営水準を向上させる 

・スポンサーニーズの取り込み、さらなる期待値向上に繋がる来場者サービス水準（ホ

スピタリティ、会場演出など）の向上を図る 

・全国女子選手権において実施した有料化における影響の分析を行い、興行価値強化

のための施策を継続する 

 

5.既存意識を超えた

新たな分野への挑戦 

3.国内大会の運営水準向上、収支

改善 

・非収益大会においては事業予算の順守を継続し、運用の工夫によりプレイヤーウェ

ルフェアの改善、興行価値の強化を図り、将来的なスポンサーや外部ステークホル

ダーの支援に繋げる施策を継続する 

・収益大会においては円滑な競技運営、会場運営の遂行能力向上と適切なサービスレ

ベル設定を設定する。これにより運営コストの最適化を図り、事業予算における収

益目標を達成する 

 

5.既存意識を超えた

新たな分野への挑戦 
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4.各大会における収益改善を見越

した大会全体の水準向上ができう

るマネジャー人材の育成 

・国内大会、国際大会を通じて、運営分野のマネジャー業務の経験値を高める。マッ

チマネジャー、ベニューマネジャー（あるいはそれに類する業務）を 5 名が経験し、

今後の各種大会価値の向上に繋げる 

・国内外の組織的、及び人材的交流を推進し、国際水準の競技運営を基礎とする知見

を獲得する。これにより大会開催時に国際水準の競技運営を容易に遂行でき、ステ

ークホルダーへの付加価値を提供に繋がる運営業務を遂行し、各事業における目標

収益獲得までを念頭に置いた責任者となりうる人材の獲得、及び育成を図る 

 

5.既存意識を超えた

新たな分野への挑戦 
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【ファンエンゲージ・プロモーション】 
事業計画 具体的施策 中期戦略計画 

1.興行収益の最大化 ・代表戦：1 試合平均単価 9,500 円以上、集客 3 万人以上（ティア 1 想定）を目指す 

・顧客 DB を活用し W 杯に向けた国内機運の醸成を図る（新ジャージ発表、壮行試

合、観戦ツアーなど） 

  

10.多くの関係者・フ

ァンが代表を支える

環境の提供 

  
2.CRM を活用したファンエンゲ

ージメント 

・顧客 DB を活用した CRM の強化を図る 

・様々な視点からセグメントを分けた情報発信を行うことで、興行収入の最大化を目

指す 

  

10.多くの関係者・フ

ァンが代表を支える

環境の提供 

  
3.JAPAN RUGBY SAKURA 

CLUB による代表ブランディング

の浸透 

・代表チケットの先行販売、代表協賛社アクティビティとの連動を通して安定収入を

獲得する（チケット購入シェア 60％） 

・新規会員獲得に向けた施策を実施する（目標会員数 35,000 人） 

・（自動更新など）新たな継続施策を実施する  

10.多くの関係者・フ

ァンが代表を支える

環境の提供 

  
4.マーチャンダイジング計画によ

る収益強化 

・年間を通じた商品開発、ライセンシーの新規開拓を展開し、マーチャンダイジング

関連収入 800 万円を目指す 

  

10.多くの関係者・フ

ァンが代表を支える

環境の提供  
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2023 年度事業計画 

 

領域Ⅳ ラグビー（CRO） 
 

代表強化部門 

ハイパフォーマンス部門 

テクニカルサービス部門 

国際部門 

普及育成部門 
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【代表強化部門】 
事業計画 具体的施策 中期戦略計画 

代表強化事業 

 

 【重点事業】 

1.プレイヤーウェルフェアの推進 ・日本協会としてのプレイヤーウェルフェアの要件を整理する 

・高校カテゴリーにおける、日本協会主催大会での試合間隔や試合数について検証す

る 

  

9.選手の環境と価値

を守る 

 

  
2.ジャパンラグビーリーグワンと

連携した代表選手派遣環境の整備 

・担当者を配置し、ジャパンラグビーリーグワンと連携した国内カレンダーの調整を

行う 

・7 人制男子代表選手派遣の円滑化のため、ジャパンラグビーリーグワンと大会ルー

ルや派遣方法の議論を実施する  

9.選手の環境と価値

を守る 

 

  
3.選手データの収集を通じた選手

の身体特性の把握とデータ活用の

推進 

・ONE TAP や SCOT を活用し、情報システムの充実を図る 

・SCOT システムの運用については、ジャパンラグビーリーグワンや大学チームと連

携しながら日本協会としての判断を行う 

  

9.選手の環境と価値

を守る 
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【ハイパフォーマンス部門】 
事業計画 具体的施策 中期戦略計画 

1.HP 支援のための体制整備 ・組織体制（管理企画と専門分野）を確立する 

・目的・役割の明確化と認識の統一を図る 

・高体連などの外部との連携体制の整理を行う 

  

11.ハイパフォーマン

スプログラムのさら

なる強化 

 

 

2.スタッフ啓発・育成のための体

制づくり 

・各プログラム（計画）を策定する（コーチ、マネジメント、評価システム構築と運

用、ユースコーチ・リソースコーチ制度の整理） 

 

  

11.ハイパフォーマン

スプログラムのさら

なる強化 

 

 

3.レフリー育成・強化 ・国内レフリー発掘（若年層・プレイヤーからの転身）施策を策定する 

・海外で活躍するレフリーの選定とプログラムを確立する 

・レフリー・コーチの養成を促進する 

 

 

【強化課題】 
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【テクニカルサービス部門】 
事業計画 具体的施策 中期戦略計画 

1.安全管理体制の再整備 ・KPI 評価プロセスを確立するとともに、メディカル体制の見直しを行う。安全に関

する情報提供については、外部情報の取り込みも含めた再設計を行う 

 

8.安全で、誠実なラグ

ビーを通じて安全憲

章を守る 

2.サイティング業務の体制強化と

運用 

・ジュディシャルオフィサー、サイティングコミッショナー、サイティングコミッシ

ョナーリエゾンの育成と体制の強化を推進する 

・国際試合、ジャパンラグビーリーグワンでのサイティング業務の運用を実施する 

・サイティング、ジュディシャルの運営プラットフォームを制作し、業務の効率化を

図る 

 

 

3.ワールドラグビーレギュレーシ

ョンの運用 

・ワールドラグビーレギュレーションに基づく、日本の競技環境に関する情報収集と

発信を行う 

 

 

4.ワールドラグビーのトレーニン

グ＆エデュケーション制度の運用 

・ワールドラグビーが運用する各種トレーニング＆エデュケーションにおける日本協

会の窓口業務を担う 

・トレーニング＆エディケーションに関する情報収集と発信を行う 

 

5.ジャパンラグビーリーグワンに

関する業務 

・ジャパンラグビーリーグワンへのラグビーサービスの提供と運用を行う 

 

 

6.代理人登録制度の運用 ・ジャパンラグビーリーグワンにおける代理人登録制度の運用を行う 
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【国際部門】 
事業計画 具体的施策 中期戦略計画 

1.国際戦略 ・国際戦略の検討及び遂行体制を再検討し、整備する 

・ワールドラグビーセブンズシリーズの新規フォーマットの情報をキャッチアップ

し、ホスト獲得の可能性を検討し決定する 

 

1.組織基盤の強化 

 

 

 

 

2.SDGs、CSR 活動の継続実施のた

めの体制確保 

・専任チーム準備室を立ち上げる 

・活動内容の発信を行う 

 

 

14.社会連携、国際連

係のための体制確立 

 

 

3.国際貢献活動の継続と強化 ・活動内容の発信を行う 

 

  

14.社会連携、国際連

係のための体制確立 

 

 

4.JOC などの関連団体や行政機関

との連携 

・関連団体と連携を取りながら、SDGs 活動を立ち上げる 

・活動内容の発信を行う 

  

14.社会連携、国際連

係のための体制確立 
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【普及育成部門】 
事業計画 具体的施策 中期戦略計画 

普及事業 

 

 【重点事業】 

1.必要な資源（人材、拠点、資金、

情報）の質・量を高める 

・指導者・レフリーの質量向上を図るため、指導者養成講習会・研修会を開催する。

また、女性指導者の養成にフォーカスした講習会も開催する 

・地域の中高生及び女子の活動拠点の構築やチーム創設などを支援する専門スタッフ

を配置する 

・スクラムジャパンプログラムなどの資金の獲得と活用を促進し、普及育成独自の財

政基盤を強化する 

・都道府県別ポートフォリオの枠組みを作成し、データの基盤整備と活用に繋げる 

 

 

 

12.RWC2019 レ ガシ

ーと普及環境の整備 

2.全国の協会やクラブ、チームの

取り組みを支える 

・普及育成の HP や SNS を活用したコンテンツ開発や情報発信を実施するとともに、

支部協会及びブロック、都道府県協会の普及育成担当者とのコミュニケーション強

化を図る 

・RDO（Regional Development Officers、地域普及育成担当者）を採用し、三支部及

び都道府県協会との連携強化とマネジメント人材の養成を図り、RWC2019 開催都

市との未来計画の推進や、ジャパンラグビーリーグワン及び各チームとの普及育成

に関する協働体制を確立する 

 

 

12.RWC2019 レ ガシ

ーと普及環境の整備 
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3.より安心安全にプレーを続けら

れる環境を整える 

・タグ・ミニ・ジュニアラグビーの拡充のため、日本協会主催大会の改善を図る 

・安心安全なプレーや年代に合ったプログラム・競技規則の検討のため、タグ・ミニ・

ジュニアのゲームやトレーニングの分析・検証を行う 

・中高生及び女子のスクール、クラブチーム、部活動合同チームを対象とした練習環

境や大会などのプレー機会を拡充する 

 

 

12.RWC2019 レ ガシ

ーと普及環境の整備 

4.ラグビーの楽しさや価値をより

多くの人々に広める 

・ラグビー参画者を拡大すべく、学校でのタグラグビー導入、教育プログラムの整備、

未就学児向けプログラムの開発、障がい者ラグビーとの連携を推進する 

・RWC2023 の開催に合わせ、各種イベントや大会において、代表チームと連携し、機

運醸成を図る 

・アジアンスクラムプロジェクトなど、国際協力プログラムを推進し、RWC 再招致に

向けた開催意義や機運を国内外に醸成する 

 

 

12.RWC2019 レ ガシ

ーと普及環境の整備 
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2023 年度事業計画 

 

領域Ⅴ CEO 直轄 
戦略計画推進室 

JAPAN BASE 事業推進室 

内部監査室 

広報室 
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【戦略計画推進室】 
事業計画 具体的施策 中期戦略計画 

1.事業計画の進捗管理 ・中⾧期戦略計画に基づく KPI の設定を見直し、収支実績と連動させて評価できる仕

組みを導入する 

 

1.組織基盤の強化 

2.ガバナンス強化 ・支部協会との連携強化に向けた規程の制定・改訂など必要な対応を実施すると共に、

ガバナンスコードにおいては、より一層レベルの高い自己説明の実現を目指す 

・調達分野について、規程の制定、運用の見直しを実施し、収支改善に努める 

・組織規程とそれに関連する業務分掌・決裁権限、委員会など組織運営体制のレビュ

ーを実施し、一層の遂行体制強化を推進する 

・危機管理体制をレビューし、BCP や危機管理規程の策定に向けた検討を行う 

・アニュアルレポート（日英）による情報開示を強化すると共に、情報管理に関わる

ルール作りを行い、適時適切な情報発信を実現する 

・研修・会議などを通して、日本協会・ジャパンラグビーリーグワン・ジャパンラグ

ビーマーケティングが一体となって業務に取り組めるような組織風土を醸成する 

 

1.組織基盤の強化 

3.RWC 再招致に向けた準備 ・RWC 招致準備室、RWC 招致委員会の設立に向けた準備を行い、招致コンセプト・

招致戦略の検討に着手する 

・ワールドラグビー・海外主要協会・国内ステークホルダーなどとの意見交換を通し

て、招致広報・プロモーション活動に向けた準備を行う 

 

【重点事業】 
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DX 推進 
事業計画 具体的施策 中期戦略計画 

1.全体アーキテクチャーの設計と

実装 

・ラグビー界の DX 化を推進するため、全体アーキテクチャーを設計、アップデート

していく 

・1 個人 1ID 化を目指した共通 ID によるシングルサインオンサービスの開始と今後

の拡張の検討（「見る」レイヤーのシングルサインオン開始と「する」「支える」レ

イヤーへの拡張を検討する）  

3.システム・データ活

用の最大化 

2.各サービスの DX 化 ・7 つの DX カテゴリーを段階的に推進、2025 年度からのトータル DX とカテゴリー

横断でのデータ連携の実現を目指す。2023 年度の重点カテゴリーは(1)プレイヤー

ズ DX。あるべき選手登録制度の検討と、それに適した登録システム導入検討を進

める 

 

 (1)プレイヤーズ DX（選手、MO、関係者などの DX 化） 2025 年度からの新登録

システム稼働に向け、選手登録規約の整理やあるべき姿について検討する 

 (2)ゲーム DX（大会運営の DX 化） 2025 年度からの新システム稼働に向け、大会

運営システムの現行課題、業務フローについて整理検討する 

 (3)スタジアム観戦 DX（スタジアム観戦体験の DX 化） ジャパンラグビーマーケ

ティングと連携しチケット購入やスタジアム来場に関する UI 改善、UX 向上を行う 

 (4)コミュニティ DX（ファンクラブ、マーチャンダイジング、映像配信などの試合

観戦以外のサービスの DX 化） ジャパンラグビーマーケティングと連携しファン

クラブ管理システム、EC サイトの統合化、映像配信事業モデルの検討を行う 

 

 (5)ハイパフォーマンス DX（ハイパフォーマンスデータの DX 化） 2025 年度本格

3.システム・データ活

用の最大化 
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稼働に向け、トップレベルのパフォーマンスデータの統合管理を検討する 

 (6)スポーツウェルフェア DX（メディカルデータなどの DX 化） 2025 年度本格稼

働に向け、データ統合管理の検討を行う 

 (7)オフィス DX（各業務の DX 化） 

  
3.トータルデジタルマーケティン

グの実現 

・データを活用したマーケティングを行うための環境の整備とマーケティング活動を

展開する 

 (1)データ活用（データドリブン）と、データによる業務支援 

 (2)UX デザイン 

 (3)VOC（ヴォイスオブカスタマー）に基づく改善、アップデートの仕組みづくり 

  

3.システム・データ活

用の最大化 
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女子ラグビー 
事業計画 具体的施策 中期戦略計画 

女子ラグビー事業 

 

 【強化課題】 

1.女子ラグビーネットワーク基

盤・ガバナンスの徹底 

・女子ラグビー地域ネットワーク基盤構築事業として、三地域・支部協会の女子委員

会委員⾧のネットワークを確立する 

・RDO 配置事業を推進・支援する 

 

1.組織基盤の強化 

2.経営の安定化を図り未来への投

資を拡充させるための財務基盤の

確保 

・プロモーション事業として、女子ラグビーのブランディングを確立し、中⾧期的な

プロモーション戦略を立て、ファンを獲得し、収益化を図る 

・女子ラグビーコミュニティ事業として、女子ラグビーコミュニティ形成によるファ

ンの拡大と収益化を図る 

 

 

4.既存事業の価値最

大化と収益機会の多

様化 

3.安全で誠実なラグビーを通じて

ラグビー憲章を守る。インテグリ

ティ推進 

・ラグビー憲章・インテグリティ推進事業として、日本協会主催大会に出場するチー

ムに、インテグリティオフィサーの配置を義務付け、インテグリティ遵守を徹底す

る 

 

8.安全で、誠実なラグ

ビーを通じてラグビ

ー憲章を守る 

4.女子日本代表が世界一になるた

めのサポート 

・普及イベントへの日本代表・元日本代表選手の派遣事業として、各地で行われる普

及イベントに、日本代表・元日本代表選手を派遣し、愛される日本代表チームとな

る 

 

10.多くの関係者・フ

ァンが代表を支える

環境の提供 
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5.女性が、する人、見る人、支える

人として、生涯に渡りラグビーに

関われる環境整備 

・生涯ラグビーパスウェイ構築推進事業として、年代が高くなるにつれて競技人口が

減少するのを防ぐため、小学 5 年生から成人まで活動できるチームが各都道府県に

1 チームはある環境を作る 

・コーチ、レフリー、メディカルスタッフ増加促進事業として、コーチ部門、レフリ

ー部門、メディカル部門を連携して、女性のコーチ、レフリー、メディカルスタッ

フを増加させる 

・ラグビーを通して身につけたリーダーシップを活かし、グローバルにラグビー界及

び様々な分野でリードし、社会に貢献できる人材を育成する 

 

 

12.RWC2019 レ ガシ

ーと普及環境の整備 
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ジャパンラグビーリーグワン 
事業計画 具体的施策 中期戦略計画 

ジャパンラグビーリーグワン事業

（新規事業） 

 【強化課題】 

1.大会運営の完遂 ・競技力の強化を更に図り、世界最高水準の競技を展開する 

・ファンに、最高の観戦体験を得て頂けるよう、競技周辺環境をファン目線で高める 

 

 

13.ラグビーファンが

熱狂する舞台をつく

る 

2.付随事業の強化・拡大 ・特に普及・育成、競技進化などの分野における支援の獲得を強化し、昨シーズン以

上の協賛パートナーの支援獲得を目指す 

・事業協創のスキームにより、ファンエンゲージメント、ラグビー事業運営などの分

野において、パートナー企業との価値創出を強化する 

・CS における放送・配信を軸に、地上波での放送機会増大に努めると共に、オウンド

メディアにおける配信強化に取り組む 

 

13.ラグビーファンが

熱狂する舞台をつく

る 

3.法人運営の強化 ・新人事制度を導入し、組織の整備、人材の開発・育成を進め、成果を上げる体制を

継続的に構築する 

・安定的な財政規模を維持し、より効率的な資金配分を実現し、ラグビー価値の向上

に繋げる 

 

13.ラグビーファンが

熱狂する舞台をつく

る 
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ジャパンラグビーマーケティング 
事業計画 具体的施策 中期戦略計画 

ジャパンラグビーマーケティング

事業（新規事業） 

 【強化課題】 

1.チケッティングプラットフォー

ムの刷新 

・現在のチケットラグビーを刷新し、新たなチケッティングプラットフォームを実装

する 

・全てのラグビーファンのチケット購入のタッチポイントを統合する 

 

 

10.多くの関係者・フ

ァンが代表を支える

環境の提供 

2.スタジアム・大会運営の均質化

とデジタル化推進 

・日本協会及びジャパンラグビーリーグワンの互いの大会において、共通活用する前

提で、大会運営システムへの投資を集約する 

・スタジアムでのラグビー観戦体験を、新たなデジタル技術を組み合わせることで、

エンターテイメントとしての魅力向上に取り組む 

 

5.既存意識を超えた

新たな分野への挑戦 

3.ファンデータベースの構築・フ

ァンデータの一元化 

・ラグビー界に散在している ID を一つの共通 ID に集約する 

・共通 ID の下にファンデータを一元的に管理した上でのデータドリブンでのマーケ

ティングが推進できる DMP 基盤を構築する 

 

15.有形、無形のラグ

ビー資産を社会や経

済活動へ結びつける 

4.代表・ジャパンリーグワンチー

ムと連携した集約プロモーション

とファン形成 

・DMP 基盤を下に、データマーケティング施策を推進し、スタジアムでの来場促進施

策を強化する 

 

 

5.既存意識を超えた

新たな分野への挑戦 
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5.公式モバイルアプリの開発 ・ラグビーファン共通のモバイルアプリを開発し、新規ファンの発掘や既存ファンの

リレーションに取り組む 

・ジャパンラグビーマーケティング内に編集部を設置し、特集記事や特集動画などを

作成し、付加価値の高い情報を継続的に提供する 

 

 

15.有形、無形のラグ

ビー資産を社会や経

済活動へ結びつける 

6.スポーツ DX 活用による新たな

ファンサービスの開発と実証推進 

・ファンベースの拡大後には、最新のデジタル技術を用いた新規事業に取り組み、新

たな収益源の獲得を狙う 

・将来に向けて、様々なパートナーとの協業可能性を検討する 

 

 

15.有形、無形のラグ

ビー資産を社会や経

済活動へ結びつける 
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【JAPAN BASE 事業推進室】 
事業計画 具体的施策 中期戦略計画 

1.事業化に向けて（新規事業） 

 

 【強化課題】 

2.ハイパフォーマンス事業の推進 ・代表受入に必要なクラブハウス初期工事の円滑な実行（5 月完成） 

・日本代表に相応しい環境（運動･リカバリー･食事･居住環境など）の整備 

・第 1 グラウンド・クラブハウスなどを活用した各カテゴリー（男子 15 人制、女子

15 人制、男子 7 人制など）の代表合宿実施、レフリー・指導者向け合宿の実施 

 

15.有形、無形のラグ

ビー資産を社会や経

済活動へ結びつける 

3.普及事業の展開 ・第 2 グラウンドの市民利用の促進 

・普及事業に必要なコミュニティセンター初期工事の円滑な実施 

・第 2 グラウンド・コミュニティセンターなどを利用した普及事業の実施 

 

 

15.有形、無形のラグ

ビー資産を社会や経

済活動へ結びつける 

4.医科学サービス事業の方針検討 ・医科学サービス事業の内容の検討 

・クリニック併設に向けた検討 

 

 

 

15.有形、無形のラグ

ビー資産を社会や経

済活動へ結びつける 
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【内部監査室】 
事業計画 具体的施策 中期戦略計画 

1.組織強化 ・規定遵守状況をモニタリングし内部統制制度の強化に資する 

 

 

  

1.組織基盤の強化 

2.業務効率化・改善のための仕組

みの確立 

・各部門へのヒアリングを実施し業務効率化における課題を抽出する 

 

 

  

1.組織基盤の強化 
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【広報室】 
事業計画 具体的施策 中期戦略計画 

1.発信情報の質量向上 ・ワークフローをマニュアル化し業務効率を上げ、発信の正確性と迅速性を高める 

・動画配信コンテンツなどを拡充し、デジタルオウンドメディアの発信力を強化する 

・データ、資料文献、写真動画などのデジタルアーカイブ化に関し、タスクを整理する 

  

2.コミュニケーショ

ンの強化 

 

 

 

2.報道対応の強化 ・報道分析・広告効果測定モニタリングを導入し、報道対応の効果最大化を図る 

・不用意な発言や行動を未然に防ぐため、メディア対応トレーニングを定例化する 

・当協会で課すメディアルールを平明化し、オープンで一貫性のあるメディア対応を行う 

  

2.コミュニケーショ

ンの強化 

 

 

 

3.経営と広報の一体化推進 ・重点事業（代表強化、RWC 再招致、普及）を利する戦略的広報を実践する 

・有機的な連携に力を入れ、組織内の各種取り組みを一元的に把握する 

・広報活動を通じ、組織に有益なネットワーキングを継続する 

  

2.コミュニケーショ

ンの強化 
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活動スケジュール 
男子 15 人制 

男子 7 人制 

女子 15 人制 

女子 7 人制 
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男子 15 人制 
 

1.事業計画 

(1)テストマッチ・プレマッチ、それに係わる強化キャンプを通じ、選手

層拡大と国際経験値の向上を図る 

(2)ジャパンラグビーリーグワンとの連携し、国内シーズンスケジュール

において代表強化に基づいた策定協力を進める 

(3)ジャパンラグビーリーグワンの新たな枠組みの中で、選手育成方法に

ついての検討、協力体制を構築する 

(4)次世代の育成・強化策として、NDS（National Development Squad）

を再開し、2023 年 2027 年 RWC に向けた、選手発掘を進める（NDS

とは、将来日本代表に選出される可能性のある高いポテンシャルを持

った人材を招集し、日本代表のマインドセットを共有することで、将来

日本代表に選出された際にスムーズな合流を目指す取り組みのこと） 

 

男子 15 人制日本代表 

1.強化ポイント・目標 

(1)インテグリティ（規律厳守） 

(2)COVID-19 感染予防及び危機管理対策の徹底 

(3)プレイヤーウェルフェア 

(4)ハイパフォーマンスユニオン・パフォーマンスユニオンとの継続的な

マッチメイクによる代表強化の推進 

(5)ストレングス能力及びスピード力の向上 

(6)代表活動とジャパンラグビーの協力体制の整備 

 

(7)ジャパンラグビーリーグワンと連携した、選手発掘・育成の推進（代

表としてのマインドセットと国際経験値向上） 

(8)RWC2027、RWC2031 を見据えた代表スタッフの育成 

(9)拠点を活用した強化の推進 

 

2.活動スケジュール 

(1)プレマッチ 

 7 月 8 日 オールブラックス XV（東京） 

 7 月 15 日 オールブラックス XV（熊本） 

(2)テストマッチ 

 7 月 22 日 サモア代表（札幌） 

 7 月 29 日 トンガ代表（花園） 

 8 月 5 日 フィジー代表（未定） 

 8 月 26 日 イタリア代表（イタリア） 

(3)RWC2023 

 9 月 10 日 チリ代表（トゥールーズ） 

 9 月 17 日 イングランド代表（ニース） 

 9 月 28 日 サモア代表（トゥールーズ） 

 10 月 8 日 アルゼンチン代表（ナント） 

 10 月 14 日または 15 日 準々決勝（マルセイユ） 

 10 月 20 日または 21 日 準決勝（サン・ドニ） 

 10 月 27 日 3 位決定戦（サン・ドニ） 

 10 月 28 日 決勝（サン・ドニ） 
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(4)キャンプ 

 6 月 9 日～30 日（浦安）、7 月 1 日～8 月 3 日（宮崎）、8 月 13 日～18

日（東京） 

(5)海外遠征（イタリア事前合宿、RWC2023） 

 8 月 19 日～9 月 2 日（イタリア） 

 9 月 2 日～10 月 30 日（フランス） 

 

U20 日本代表 

(1)大会 

 5 月 3 日～13 日 パシフィックチャレンジ（サモア） 

 6 月 20 日～7 月 15 日 チャンピオンシップ（南アフリカ） 

(2)国内キャンプ 

 4 月 16 日～19 日 

 4 月 26 日～30 日 

 5 月 22 日～27 日 

 5 月 27 日 強化試合 アジアンバーバリアンズ 

 6 月 5 日～13 日 

 6 月 10 日 強化試合予定 

 6 月 17 日～18 日 

 2 月 17 日～19 日 

 3 月 10 日～12 日 

 

 

 

 

男子 7 人制 
 

1.目標 

(1)ワールドラグビーセブンズシリーズ 2022-23 コアチームのステイタ

ス維持 

(2)第 19 回アジア競技大会（杭州）の金メダル獲得 

(3)アジアラグビーセブンズシリーズ総合優勝 

(4)ワールドラグビーセブンズシリーズ 2023 ベスト８以上進出 

 

2.強化ポイント 

(1)選手発掘（TID）育成からハイレベルな選手の専任化 

(2)世界レベルのコーチング体制の充実（スポットコーチ、メンタルコン

サルタント採用） 

(3)拠点化の推進・ハイパフォーマンス環境の整備（福岡トレーニングセ

ンターの活用） 

 

3.活動スケジュール 

(1)国際大会への出場（地域大会含む） 

 3 月 31 日～4 月 2 日 ワールドラグビーSS 香港大会 

 4 月 8 日～9 日 ワールドラグビーSS シンガポール大会 

 5 月 12 日～14 日 ワールドラグビーSS トゥールーズ大会 

 5 月 20 日～21 日 ワールドラグビーSS ロンドン大会 

 5 月 28 日～29 日 ワールドシリーズイングランド大会 

 8 月 27 日～28 日 ワールドシリーズ LA 大会 
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(2)第 19 回アジア競技大会（杭州） 

 9 月 24 日～26 日 

(3)アジアラグビーセブンズシリーズ 

 8 月 19 日～20 日 

 10 月 28 日～29 日 

(4)パリオリンピックアジア予選 

 11 月 18 日～19 日 

(5)ワールドラグビーセブンズシリーズ 2023-2024 シリーズ 

 ドバイ、南アフリカ、オーストラリア、アメリカ、香港、フランス、ス

ペイン（7 大会） 

(6)海外遠征 未定 

(7)国内合宿 4 月～3 月にかけて 12 回予定 

(8)海外合宿 未定 

 

男子セブンズユースアカデミー 

1.目標 

(1)SDS への選手の多数輩出 

(2)男子セブンズ代表合宿への多数の優秀選手の派遣 

 

2.強化ポイント 

(1)有能な選手の発掘と継続的な育成 

(2)強化育成プログラムによる一貫指導 

(3)ベーシックスキルの向上 

(4)SC 能力の向上 

(5)人間力の向上 

3.活動スケジュール 

(1)4 月中旬 6 日間 

(2)7 月下旬 3 日間 

(3)8 月中旬 4 日間 

(4)9 月中旬 4 日間 

(5)11 月上旬 国際大会参加 

(6)2 月中旬 3 日間 

(7)3 月中旬 3 日間 
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女子 15 人制 
 

1.目標 

(1)海外遠征・テストマッチ勝利 

(2)RWC2025 トップ 8 以上 

(3)アジアラグビーチャンピオンシップ全勝優勝 

(4)WXV セカンドディヴィジョン優勝 

 

2.強化ポイント 

(1)中⾧期を見据えた選手発掘と若手育成 

(2)RWC2025 トップ 8 実現のためのマインドセットの確立 

(3)ワールドスタンダードの S&C とカラダ作り 

(4)国際試合を通してのゲーム理解・マネジメントの向上 

(5)選手のラグビー理解の向上に伴うプログラムの提供 

 

3.活動スケジュール 

(1)国際大会・テストマッチ 

 5 月 21 日～28 日 アジアラグビーWomen’s Championship2023 

 10 月 14 日～10 月 28 日 WXV Level 2 

(2)国内キャンプ 

 3 月 31 日～4 月 2 日 

 4 月 21 日～23 日 

 5 月 12 日～14 日 

 7 月 8 日～15 日 

 8 月 14 日～9 月 3 日 

(3)海外遠征 

 7 月 16 日～31 日（北米） 

 9 月 24 日～10 月 13 日（欧州・南アフリカ） 
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女子 7 人制 
 

1.目標 

(1)ワールドラグビーセブンズシリーズトップ 8 

(2)第 19 回アジア競技大会（杭州）の金メダル獲得 

(3)アジアラグビーセブンズシリーズ総合優勝 

(4)2024 パリオリンピック出場権獲得 

 

2.強化ポイント 

(1)競技別強化拠点（熊谷）集約型による集中強化 

(2)競技別強化拠点（熊谷）の更なる環境整備・機能強化 

(3)SDS 及び代表活動 200 日以上で S&C、スキル強化を実施 

(4)世界的知見の導入（選手及びコーチ育成プログラムの実施） 

(5)スポーツ医科学サポートによるコンディショニングアップ（栄養・睡

眠・リカバリー） 

(6)人間力向上プログラム 

 

3.活動スケジュール 

(1)ワールドラグビーセブンズシリーズ 2022-2023（5 月 12 日～14 日） 

(2)アジアラグビーセブンズシリーズ 2 大会へ参加（8 月～10 月タイ、韓

国、UAE） 

(3)第 19 回アジア競技大会（9 月 24 日～26 日杭州） 

(4)オリンピックアジア予選（11 月 18 日～19 日） 

(5)国際大会への出場 ドバイセブンズ（12 月）、ロサンゼルスセブンズ

（2 月） 

(6)ワールドラグビーセブンズシリーズ 2022-2023（12 月～3 月） 

(7)国内合宿 11 回 

(8)海外合宿 1 回（フランス） 

 

女子セブンズユースアカデミー 

1.目標 

(1)ユースエリート選手の SDS へ多数輩出 

(2)女子セブンズ代表合宿などへの多数の優秀選手の派遣 

 

2.強化ポイント 

(1)有能な選手の発掘と育成 

(2)強化育成プログラムによる一貫指導 

(3)ベーシックスキルの向上 

(4)SC 能力の向上 

(5)人間力向上プログラム 

 

3.活動スケジュール 

(1)太陽生命ウィメンズセブンズシリーズ 2023（5 月～6 月 JOC 次世代

アスリート育成強化事業） 

(2)国際大会ワールドスクールセブンズに参加（12 月） 

(3)国内合宿 7 回（4 月、7 月～9 月、11 月、1 月～2 月） 
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専門委員会など 

 

ガバナンス委員会      コンプライアンス委員会 

監査委員会         財務委員会 

競技運営委員会       アスリート委員会 

ハイパフォーマンス委員会  ユース委員会 

安全対策委員会       メディカル委員会 

アンチ・ドーピング委員会  普及育成委員会 

女子委員会 

ラグビー競技における脊髄損傷への再生医療適応プロジェクト 
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ガバナンス委員会 
 

1.活動方針 

スポーツ団体ガバナンスコードに沿った当協会のガバナンスに関する監

督・提言など 

 

2.事業計画 

委員会の開催（毎月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンプライアンス委員会 
 

1.目的 

コンプライアンス強化に係る方針や計画の策定及びその推進、実施状況

の点検、リスクの把握など 

 

2.事業計画 

(1)委員会の開催（6 回） 

(2)コンプライアンス関連の規程整備 

(3)コンプライアンス関連の研修の計画検討 

(4)コンプライアンスの問題状況の把握と評価 

(5)コンプライアンスに関わる体制の整備 
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監査委員会 
 

1.活動計画 

内部監査室による内部監査業務について適宜支援・助言する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財務委員会 
 

1.活動方針 

財務面から運営改善に向けた提言を行う 

 

2.事業計画 

(1)2023 年度予算・実績管理の補助 

(2)2024 年度予算策定方針についての助言 

(3)財産運用方針及び実績管理についての助言 

 

3.活動スケジュール 

委員会の開催（四半期毎） 
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競技運営委員会 
 

日本協会各種大会の実施要項の策定と競技運営、会場運営の計画設計を

行い、円滑な大会運営を行うと同時に競技者のみならず、内外ステーク

ホルダー、ファンの皆様へのサービス提供を行う 

 

主催大会スケジュール 

1.国際試合 

(1)男子 15 人制日本代表戦 

 国際試合、テストマッチ国内開催（7 月～8 月調整中） 

(2)女子 15 人制日本代表戦 

 国内開催（検討中） 

 

2.第 60 回全国大学ラグビーフットボール選手権大会 

14 チームトーナメント（11 月～1 月） 

 

大学大会部門 

(1)第 74 回全国地区対抗大学ラグビーフットボール大会 

 8 チームトーナメント（12 月～1 月瑞穂） 

(2)部門会 

 大学ラグビー全国大会の実施要項の協議、並びに大会発展のための施

策検討を行う部門会を開催 

 

 

 

国体部門 

(1)特別国民体育大会鹿児島国体 

 10 月 8 日～12 日、成年男子女子 

(2)第 78 回大会以降の開催県・開催地・都道府県協会、及び日本スポー

ツ協会と打合せを実施 

 

社会人部門 

(1)支部協会主催、各社会人リーグの普及発展強化のための施策検討実施 

(2)社会人リーグ交流戦実施の検討 

(3)ジャパンラグビーリーグワンと支部協会を含む日本協会との連携（新

規参入などの協議） 

 

クラブ大会部門 

(1)第 31 回全国クラブラグビーフットボール大会 

 12 チーム（関東 4、関西 4、九州 3、前年度優勝地域 1、1 月～2 月） 

(2)学生クラブ東西交流フェスティバル 

 18 チーム、交流戦・安全対策・指導者・レフリー各講習会実施（9 月） 

(3)第 22 回東西学生クラブ対抗試合（12 月） 

(4)クラブユース交流試合（兼クラブユース U19） 

 支部協会推薦チームが参加（3 月） 

(5)部門会 

 各大会運営・日程・大会概要協議並びに支部協会管下クラブ環境の情

報交換など（6 月東京、2 月愛知） 
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高校大会部門 

1.高校大会・研修会 

(1)サニックスワールドラグビーユース交流大会（4 月～5 月福岡） 

(2)第 10 回全国高校 7 人制ラグビーフットボール大会（7 月菅平） 

(3)第 19 回全国高校合同チームラグビーフットボール大会（7 月菅平） 

(4)第 54 回全国高専ラグビーフットボール大会（1 月神戸） 

(5)第 103 回全国高校ラグビーフットボール大会（12 月～1 月花園） 

(6)第 16 回Ｕ18 合同チーム東西対抗（1 月花園） 

(7)第 47 回高校指導者研修会（1 月東京） 

(8)第 25 回全国高校選抜ラグビーフットボール大会（3 月熊谷） 

 

2.高校女子大会 

(1)サニックスワールドラグビーユース交流大会（4 月福岡） 

(2)第 13 回全国高校女子合同チームラグビー大会（7 月菅平） 

(3)第 6 回全国Ｕ18 女子セブンズラグビーフットボール大会（10 月熊谷） 

(4)Ｕ18 花園女子ラグビー（12 月花園） 

 

女子大会部門 

(1)太陽生命ウィメンズセブンズシリーズ 

 シリーズとして全 4 大会、及び 2024 年大会の昇格大会を開催（5 月～

7 月）2024 年度の同大会レギュレーションに沿う参加チームを決定する

大会（検討中） 

(2)第 10 回大学女子 7 人制ラグビーフットボール交流大会 

(3)第 10 回全国女子ラグビーフットボール大会 

 4 チームトーナメント方式（1 月～2 月） 

アスリート委員会 
 

1.事業方針 

「アスリートファースト（プレイヤーズファースト）の理念の実現に向

けた活動」を基本方針とし、全ての国民、特にラグビー競技者、指導者、

保護者、並びにラグビーをする、見る、支えることを希望する将来を担う

子供たちに向けてラグビーへの信頼を維持・確保する。そのため、本委員

会委員を通じて選手の意見をくみ上げ、組織運営に反映させる取り組み

を実施していく 

 

2.重点課題 

(1)安全推進 

 「するスポーツ」として定着させることを目指す。2021-2024 のラグビ

ーでの安全対策の徹底により、ラグビーが安全なスポーツであるという

イメージの定着を図る 

(2)安全対策の責任者の質的改善 

 代表以外に各カテゴリーにおける安全管理プロセスの確立。日本発で

世界をリードするような安全管理プロセスの実現を目指す。特に脳振盪

問題に関しての課題解決策を創出し、他部門と連携し実践する（安全対

策委員会、脳震盪作業部会、高校体育連盟ラグビー専門部、普及育成部

門、技術部門、女子委員会他との連携） 
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(3)インテグリティ教育の実践 

 選手の環境と価値を守るため、インテグリティ教育コンテンツの充実

と継続した教育による、指導者、選手の理解の深化。インテグリティ事案

発生時の原因の把握。（ジャパンラグビーリーグワン、インテグリティ推

進部門、女子委員会他との連携） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハイパフォーマンス委員会 
 

1.事業計画 

(1)各カテゴリー日本代表ヘッドコーチ選考に関する資料など作成及び

更新 

(2)世界各国のヘッドコーチ動向などの情報収集 

(3)強化拠点整備に必要とされる HP 機能、施設などの助言 

(4)代表強化部門及びハイパフォーマンス部門との連携 

(5)大会レビュー 
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ユース委員会 
 

1.活動方針 

以下について委員会で討議し、会⾧に提言を行う 

(1)男女ユース世代が安心・安全を第一にプレーできる環境を提供すると

ともに、ラグビーの価値を守る 

(2)一般社団法人ジャパンラグビーリーグワンと連携し、普及育成事業の

あり方を検討する 

(3)将来的なユース世代における商業利用の枠組みを検討する 

(4)競技の安全性を目的とした当カテゴリー独自ルールを検討する 

(5)全国高体連ラグビー専門部及び外部関係者と連携し、情報を発信する 

(6)大会実施などに係る意思決定プロセスを明確にする 

(7)大会運営などに係る事案を全国高体連ラグビー専門部及び外部関係

者と協議する 

 

２.事業計画 

(1)委員会の開催 

 委員⾧判断の下、または委員からの要請により、以下大会前後に必要

に応じ開催（全国高校大会、全国高校選抜大会、高校 7 人制大会、全国

合同チーム大会、U17・U18 合同チーム東西対抗戦）、活動方針に係る委

員会の適宜開催 

(2)大会視察 

 委員会事務局による大会視察及び大会サポート 

 

 

安全対策委員会 
 

1.活動方針 

(1)重症事故の再発を防止し、重症事故撲滅を図るべく発生事故に対する

調査・分析・研究を行い、対策を検討する 

(2)チーム責任者などに、重症事故撲滅及びインテグリティの意識付けを

行い、チーム内においてチームの責任者が事故撲滅の啓発活動の牽引

役を担い、自ら事故撲滅・安全推進活動を展開できる組織的なサポート

を実行する 

 

2.事業計画 

(1)委員会の開催 

 重症事故の速やかな対応・分析を図るとともに、各都道府県での安全

推進講習会の実施状況や次年度の重点項目を策定するため年間 4 回委員

会を開催 

(2)安全インテグリティ推進講習会 

 「重症事故の撲滅」と「安全なラグビーとインテグリティの追求」の徹

底を図る（マニュアルの作成と管理、オンライン講習 

(3)セーフティーアシスタント認定講習会 

 セーフティーアシスタントとしての新たな制度の運営を図る（オンラ

インでの講習会提供、認定証発行、認定者の管理、受講アンケートの集計

と改善対応） 

(4)連携 

 普及育成委員会、競技運営委員会などとの連携を一層強化し、外傷・傷

害の減少を図る 
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3.活動スケジュール 

(1)安全対策委員会（6 月、9 月、12 月、3 月） 

(2)安全対策講習会（都道府県協会にて 6 月～8 月にかけて開催） 

(3)安全・インテグリティ推進講習会（3 月～2 月） 

(4)セーフティーアシスタント認定講習会（4 月～3 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メディカル委員会 
 

1.活動方針 

支部協会及び都道府県医務委員会間の整合性をとりながら広範な医学的

支援を実施 

(1)支部協会連絡協議会の開催 

(2)日本協会主催試合医務担当 

(3)日本代表チームメディカル部門担当（海外遠征帯同ドクター派遣） 

(4)ジャパンラグビーリーグワン・メディカルコントロール部会への協

力 

(5)マッチデイドクター（チームドクター含む）の養成 

(6)ラグビードクターカンファレンスの開催 

(7)アジア協会加盟国への協力 

(8)JOC、スポーツ協会、JISS との連携強化及び他必要な事業 

(9)女子委員会への医学的支援 

 

2.事業計画 

(1)委員会開催：医事担当部門会議、支部協会連絡協議会 

(2)医務担当：日本協会主催試合（主管協会と連携） 

(3)各カテゴリー日本代表チームメディカル担当（含む海外遠征） 

(4)ラグビードクターカンファレンスの開催 

(5)ワールドラグビーメディカルカンファレンスへの派遣（ワールドラ

グビーマッチデイドクター資格の取得推進） 

(6)アジア協会主催試合へのマッチデイドクター派遣 
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3.活動スケジュール 

(1)メディカル委員会総会（3 月） 

(2)支部協会連絡協議会（12 月） 

(3)第 8 回ラグビードクターカンファレンス（2 月） 

 

トレーナー部門 

ラグビー現場でのプレイヤーの健康管理、外傷・障害予防、パフォーマン

ス発揮を支援する環境整備の立案、組織横断的協同事業の提案、実施、人

材の育成 

(1)人材育成事業（ラグビートレーナー育成） 

(2)ラグビーCRO（代表強化部門など）、専門委員会（普及育成委員会、

安全対策委員会、アンチ・ドーピング委員会、女子委員会、ハイパフ

ォーマンス委員会、アスリート委員会）、大会運営部門との連携 

(3)代表強化部門、ジャパンラグビーリーグワン部門との情報・運営・人

的連携 

(4)女子ラグビー環境へのアスレティックトレーナー的支援 

(5)教育・啓発関連資料、出版物の作成、発信それに伴う情報収集 

 

1.事業計画 

(1)トレーナーセミナー・研修会（関東・関西・九州地区）の開催 

(2)登録（上級）トレーナー養成プログラムの再構築 

(3)ホームページ及び関連機関誌を通じてコンディショニング（外傷・障

害予防・パフォーマンス発揮）情報の発信 

(4)日本代表チーム及び代表強化事業、大学、高校、女子へのアスレティ

ックトレーナー環境の整備・支援 

(5)競技会・大会へのアスレティックトレーナー支援 

(6)教育・啓発関連資料の作成、発信 

 
2.活動スケジュール 

(1)トレーナーセミナーweb 開催（１～３月） 

(2)トレーナー研修会（関東６月、九州 9 月、関西 3 月） 

(3)登録（上級）トレーナー養成プログラム（3 月） 
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アンチ・ドーピング委員会 
 

1.ドーピング検査事業 

(1)（公財）日本アンチ・ドーピング機構（JADA）が立案実施し、（一社）

日本スポーツフェアネス推進機構が承認したドーピング検査に協力す

る。検査の調整監視役（NF-Representative）などに係る費用は toto 助

成を活用する 

(2)JADA 及びワールドラグビーの居場所情報管理の対応についての指導

助言を行う 

(3)治療使用特例（TUE）申請手続きの指導助言を行う 

 

2.アンチ・ドーピング教育啓発活動 

(1)ワールドラグビー及び JADA のアンチ・ドーピング教育プログラムに

基づき、教育啓発活動を実施する。対面及び e-Learning による研修開

催、ハンドブックの作成などに関する諸費用は toto 助成を活用する 

(2)各日本代表（男女）、ジャパンラグビーリーグワン登録チーム（Div1～

3）、太陽生命ウィメンズセブンズシリーズ登録チーム、各地域大学リ

ーグ上位校及び全国大学選手権出場校に対して情報提供、関連資料の

送付、アンチ・ドーピング研修会を実施する 

(3)ジュニア世代（中学生、高校生）を対象に全国大会試合会場にてアウ

トリーチプログラムなどを実施する。プログラム効果を高めるため、協

力アスリートの参加を要請する 

(4)日本代表、ジャパンラグビーリーグワン、大学リーグ、全国大学選手

権などの国内開催試合でアンチ・ドーピング啓発活動を可能な限り実

施する 

(5)JADA が策定した承認エデュケーター制度への参加、及び教育推進者

の研修の充実 

(6)コロナ禍に応じたニューノーマルなアウトリーチプログラムとして、

アバターを通した教育資材・プログラムの開発 

(7)ラグビー関係者からの禁止物質に関する問い合わせに対応する。二次

元バーコード・電子問い合わせフォームでの運用を改善し、問い合わせ

が簡便にできるよう工夫する 

(8)研修会で使用するアンチ・ドーピング確認テストを toto 助成により作

成する 

(9)協会ホームページなどでアンチ・ドーピングへの取組、情報などを発

信する 

(10)スポーツ医学関連学会や薬学関連学会における学術発表、及びワー

ルドラグビー研究助成への申請。 

(11)安全インテグリティ推進講習会にて、全チームの代表者に対して、ア

ンチ・ドーピングの基本的事項の講習を行う 

(12)安全インテグリティ推進、アンチ・ドーピング啓発、及びアスリート

の健康保持の観点における、薬剤師による薬物濫用防止活動 
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普及育成委員会 
 

1.コーチング部門 

(1)スタートコーチ、C 級、B 級、A 級、S 級コーチ資格講習会の開催 

(2)ブラッシュアップ研修会 

(3)コーチカンファレンスの開催 

(4)女性コーチ養成講習会の開催 

 

2.小学生部門 

(1)９ブロックでの地域交流大会（ジャンボーリー） 

(2)FOR ALL ミニラグビーフレンドリーマッチ（1 月） 

(3)Mini Rugby Referee 講習会（8 月、9 月、2 月） 

(4)小学生タグフェスタ 

(5)全国小学生タグラグビー大会 SMBC カップ（2 月） 

 

3.中学生部門 

(1)7 ブロックでお地域交流大会（ジャンボリー） 

(2)ジュニアラグビーベースキャンプ（都道府県別） 

(3)三地域ブロック大会（9 月～11 月） 

(4)第 14 回全国中学生ラグビー大会太陽生命カップ 2023（9 月） 

(5)第 29 回全国ジュニアラグビーフットボール大会（12 月） 

 

4.地域連携部門 

(1)全国一斉ラグビー体験の開催（4 月～6 月） 

(2)放課後ラグビー 

(3)RWC2019 12 開催都市集合会議（11 月） 

(4)タグラグビー普及拠点事業 

(5)都道府県協会ポートフォリオの作成 

 

5.教育部門 

(1)ラグビー・エンパワメント・プロジェクト 

(2)教員向けタグラグビー講習会 

(3)ラグビー体験授業 

(4)タグラグビー実施状況調査 

 

6.みんなでラグビー部門 

(1)ウォーキングラグビー・イベント 

(2)高校生マネジャー会議 

(3)障がい者ラグビーとの連携イベント 

 

7.国際協力部門 

(1)アジアンスクラムプロジェクト派遣（インド） 

(2)JICA－JRFU スクラムプロジェクト 

(3)国際協力関連シンポジウム 

(4)アジア・オセアニア交流フェスタ 

 

8.女子普及育成事業 

(1)ガールズラグビーチャレンジ 

(2)都道府県女子活動拠点事業 
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9.普及育成タスクフォース 

(1)タグラグビー研究会 

(2)タグラグビーイベント 

(3)未就学児向けプログラム 

(4)中高生及び女子のスクール、クラブチーム、部活動合同チームを対象

とした大会の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女子委員会 
 

女子ラグビー発展のために、女性の地位向上、ジェンダー平等などを目

指し、女性が活躍し、⾧くラグビーに関われる環境を整える 

 

1.情報発信 

広報室、ジャパンラグビーマーケティングと連携し、女性の様々なカテ

ゴリーでの活躍や情報をしっかりと発信する 

(1)女子ラグビーの認知度向上（動画配信） 

(2)WXV、パリオリピック 2024 アジア地区予選応援プロジェクト（応援

の SAKURA WAVE を起こそう！） 

(3)15 人制、7 人制で活躍している選手の紹介並びに情報発信 

(4)より多くの女子ラグビー関係者、女子ラグビーファンに発信するため

のコンテンツ作り 

(5)代表活動、国内大会、地域大会、普及・活動に関する情報発信 

 

2.普及基盤整備 

普及育成部門、ユース委員会、大会運営部門と連携し、女子競技者の増加

を図るとともに各カテゴリーの大会の整備、選手、指導者、レフリーなど

の育成環境を整える。 

(1)U18 女子花園エキジビション 

(2)大学女子 7 人制ラグビーフットボール交流大会 

(3)女子育成強化プログラム 
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3.女性の活躍とジェンダー平等などの推進 

各委員会・部門との連携を徹底し、女子ラグビーの発展、女性の活躍推

進、ジェンダー平等などを進める。また、委員会や講習会、大会などにお

いて関わっていただける女性の数を増やす 

(1)支部協会 都道府県協会、各女子委員会との連携 

(2)広報室 女子活躍の情報発信、様々な情報の発信 

(3)普及育成部門 女子ラグビーの普及イベント（女性タグラグビー大

会）、女子の普及育成の拠点づくり、元・現役女子日本代表選手の普及

イベントへの派遣 

(4)コーチ 女性指導者を増やす、女性指導者の活動の場を増やす、コー

チインターン制度の導入、女性指導者のレベルアップ（コーチ資格取得

者増加） 

(5)レフリー 女性レフリーを増やす、女性レフリーのレベルアップ（レ

フリー資格取得者の増加） 

(6)大会運営部門 各大会の整備、運営（太陽生命ウィメンズセブンズシ

リーズ、全国選手権） 

(7)ユース委員会 各大会の整備、イベント（U18 女子セブンズ、U18 花

園 15 人制） 

(8)メディカル委員会 婦人科との連携 

(9)安全対策委員会 脳震盪など女性特有の問題に対する対策 

(10)国際部門 ワールドラグビー、アジアラグビーとの連携 

(11)代表強化部門 研修・活動ができる場所の提供 代表チームの活動

方針を共有、TID キャンプ、セブンズアカデミーとの連携 

(12)リーダーシッププログラムの開発・実施 

 

ラグビー競技における脊髄損傷への再生医療適応プロジェクト 
 

1.目的 

RWC2019 レガシー事業の一環として、再生医療領域における先端の医

療機関の協力のもとプロジェクトチームを構成し、ラグビー競技におけ

る脊髄損傷への再生医療の適応を推進するとともに基金の設立を目指す 

 

2.事業計画 

(1)委員会の開催 

(2)シンポジウムの開催検討 

(3)研究機関への支援の検討 

(4)脊髄損傷発生時の搬送システム構築検討 

(5)プロジェクトの広報活動 

(6)基金設立準備 
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支部協会 
 

関東ラグビーフットボール協会 

関西ラグビーフットボール協会 

九州ラグビーフットボール協会 
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関東ラグビーフットボール協会 
 

主催大会 

1.普及育成委員会 

(1)第74回関東中学校ラグビーフットボール大会、太陽生命カップ2023、第

14回全国中学生ラグビー大会関東地区選考試合 

(2)第17回東日本U15中学生Jr.ラグビークラブ大会、太陽生命カップ2023、

第14回全国中学生ラグビーフットボール大会予選大会 

(3)ミニ・ジュニアジャンボリー、第25回東日本ジュニアラグビー菅平ジャ

ンボリー、菅平ミニ・ラグビー・ジャンボリー交流大会、第4回東日本ジ

ュニアラグビー東北ジャンボリー 

(4)太陽生命カップ2023第14回全国中学生ラグビーフットボール大会東北北

海道地区中学校予選試合 

(5)第43回東日本中学校ラグビーフットボール大会 

(6)第43回東日本中学生ラグビーフットボール大会、第29回全国ジュニアラ

グビーフットボール大会東日本地区 スクールの部、女子の部予選 

(7)第20回東日本U15中学生ラグビー選抜大会 

 

2.高校委員会 

(1)地区大会 

 第50回北海道高校大会、第74回東北高校大会、第71回関東高校大会、第

45回北信越高校大会  

(2)Ｕ16ブロックトレセン・Ｕ17ブロックトライアウト 

 北海道ブロック、東北ブロック、関東ブロック、北信越ブロック 

(3)ブロック国体・第78回国民体育大会予選会 

 北海道大会、東北大会、関東大会、北信越大会 

(4)第25回全国高校選抜大会地区予選 

 北海道新人大会、東北新人大会、関東新人大会、北信越大会 

(5)関東都県対抗戦 

(6)合同チーム大会 

 北海道大会、東北大会、関東大会、北信越大会、第78回国民体育大会、

第103回全国高校大会、第23回全国高校選抜大会関東代表を派遣 

 

3.クラブ委員会 

(1)第42回ラグビーフェスタ2023（菅平） 

(2)第40回東北クラブ選手権大会 

(3)第30回ラグビーフェスタ2023（八幡平） 

(4)学生クラブ東西交流ラグビーフェスティバル2023（菅平） 

(5)東日本クラブセブンズ2023 

(6)東日本マスターズ大会2023 

(7)第33回東日本クラブ選手権大会（兼全国クラブ大会東日本地区予選） 

(8)サンケイスポーツ杯第31回関東学生クラブ選手権大会 

(9)第20回東日本トップクラブリーグ 

(10)第22回東西学生クラブ対抗試合（主管及び関東代表を派遣） 

 

4.女子委員会 

(1)関東女子セブンズ大会 

(2)全国U18女子セブンズ関東予選 

(3)全国U18女子セブンズ北海道予選 

(4)ガールズラグビーフェスティバル 

(5)第34回関東女子ラグビーフットボール大会 

(6)第7回関東U18女子セブンズラグビーフットボール大会 
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5.社会人委員会 

(1)第 78 回国民体育大会（ブロック国体・本国体） 

(2)トップイーストリーグ（春季・秋季） 

(3)関東社会人リーグ 

 

6.大学委員会 

(1)第 24 回東日本大学セブンズ 

(2)第 12 回関東大学春季大会 

(3)第 11 回関東大学オールスターゲーム 

(4)関東理工系リーグ 

(5)関東大学リーグ戦（１部～５部） 

(6)関東大学対抗戦（A・B） 

(7)第 45 回関東大学ジュニア選手権 

(8)第 74 回全国地区対抗（関東 1 区、2 区） 

(9)第 72 回関東医歯薬リーグ 

(10)東北・北海道地区公式戦 

(11)北日本大学ラグビーフットボール交流戦 

(12)全国大学選手権、全国地区対抗、関東代表を派遣 

 

委員会活動 

7.メディカル委員会 

(1)総務委員会 各小委員会の支援、日本協会との連携 

(2)傷害安全対策委員会 重症傷害データ分析と報告 

(3)救急医療委員会 秩父宮医務室、医療用品の管理 

(4)医師派遣委員会 協会主催試合へのマッチドクター派遣 

(5)学術委員会 アンチ・ドーピングに関する情報提供 

(6)歯科委員会 マウスガードの普及と有用性の学術的検討 

 メディカル総会、都道県医務委員⾧会議 

 

8.レフリー委員会 

(1)関東協会所属レフリー及びレフリーコーチの育成強化。 

(2)日本協会との連携によるハイパフォーマンスレフリーの育成 

(3)都道県協会レフリーコーチの育成支援 

(4)普及育成レフリーの育成支援 

(5)女子レフリーの発掘と育成強化（横断） 

 

会議 

(1)レフリー委員会 定例会議 

(2)都道県レフリー委員⾧会議 

 

研修会・講習会 

(1)レフリー・レフリーコーチ研修会 

(2)関東トップレフリー研修会（講習＆春季試合での実技研修） 

(3)Ｂ級レフリー認定講習会（北海道、菅平、八幡平開催） 

(4)レフリーコーチ講習会（ワールドラグビーCMO レベル 1 コース） 

(5)関東協会各種大会などレフリー研修会への委員＆レフリーコーチ派遣 

(6)関東高校大会レフリー研修会 

(7)東北高校体育大会レフリー研修会 

(8)新潟県レフリー研修会 

(9)北海道レフリー研修会 
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日本協会主催各種大会及び研修会 

(1)全国高校７人制大会（菅平） 

(2)三地域トップレフリー研修会 

(3)太陽生命女子セブンズシリーズ 

(4)女子レフリー研修会（菅平） 

(5)太陽生命カップ 全国中学生大会 

(6)第 101 回全国高校大会レフリー研修会 

 

レフリー及びレフリーコーチ派遣 

(1)春季公式戦、定期戦、交流試合他各種大会（中学・Jr、高校、大学、クラ

ブ、社会人など） 

(2)トップイーストトーナメント大会 

(3)7 人制大会（東日本クラブセブンズ、メディカルセブンズなど） 

(4)秋季公式戦、定期戦、交流試合他各種大会（中学＆Ｊｒ、高校、大学、ク

ラブ、社会人） 

(5)NZ ウェリントンレフリー交流 

(6)全国ジュニア選抜大会 

(7)関東女子大会 

 

9.安全対策委員会 

(1)重傷事故の予防に関する啓発活動を通じ、重傷事故ゼロに向けた取り組み

を推進 

(2)関係委員会と連携して試合・練習時の安全に関わる事項を企画・推進 

 日本協会主催の安全対策委員会への出席、日本協会主催の安全・インテグ

リティ推進伝達講習会の開催 

 

10.コーチ委員会 

(1)コーチカンファレンス 

(2)各級（スタート・C 級・B 級・A 級・S 級）のコーチ講習会 

 

11.広報委員会 

(1)オウンドメディア（HP・FB・Twitter）の閲覧増 

(2)協会の事業目標（上位目標）への貢献 

(3)一般メディア（新聞、雑誌、ネット）への露出増 

 

12.登録者傷害見舞金審査委員会 

(1)各都道県協会より報告された傷害報告、見舞金請求（診断書）に対し、審査委員

会実施 

(2)登録者傷害見舞金制度、関東協会管轄下分について収支明細及び見舞金支給者名

簿作成、日本協会報告 

 

13.選手資格審査委員会 

(1)ラグビーファミリー登録のチェック 

(2)外国人選手登録のチェックと審査 

(3)個別案件の迅速な対応（移籍・留学・その他） 

 

14.規律委員会 

(1)競技規則、トップリーグ表彰懲罰規程に準拠した不行跡、不規律の処置 

(2)シンビンの計数ならびに公開、イエローカード累積 3 枚時の処置 
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15.競技委員会 

(1)公式戦の日程調整、及び決定。また、各地区での有料試合調整と運営 

(2)関東協会主催・主管試合への担当理事・競技委員の決定及び派遣、外部へ

の派遣依頼の業務委託 

(3)競技運営向上施策として担当業務（伝令担当、Dr 担当、ボールパーソン

担当、担架担当、HIA タイムキーパー危機管理担当）のローテーションを

行い、各スキルの向上 

(4)危機管理体制強化に向け、危機管理担当と警備会社との職務分担連携の確

認 

(5)新型コロナウイルス感染症対策に対し、日本協会・警備会社との連携 

(6)各大学グラウンドでの無観客試合において、マッチコミッショナーの他に

複数名のサブコミッショナーを派遣 

(7)業務マニュアルのリニューアル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関西ラグビーフットボール協会 
 

1.活動方針 

関西協会ビジョン「関西 22 府県がひとつになって、ラグビーをする人、

見る人、支える人の輪を拡げる」を着実に実行していく。普及・育成・強

化・社会貢献の 4 つの柱で、仲間とともにラグビーの発展のために活動

していく 

 

2.主催大会 

(1)関西セブンズ（大学の部、社会人・クラブ・オープンの部、4 月） 

(2)関西大学春季トーナメント（5 月～7 月） 

(3)太陽生命カップ全国中学生大会関西地区予選（女子の部 7 人制）、関

西女子中学生春季大会、太陽生命カップ全国中学生大会関西地区予選

（スクールの部）、関西ミニジャンボリー交流大会、関西高校少人数校

ラグビー交流大会・普及指導講習会（6 月） 

(4)関西中学生大会・関西中学生ジャンボリー（7 月） 

(5)国民スポーツ大会ブロック予選（少年・成年・女子、8 月） 

(6)トップウェストリーグ、関西クラブ大会、全国クラブ大会ブロック予

選、関西大学リーグ、関西学生クラブ選手権（9 月～12 月） 

(7)全国小学生タグ選手権大会各府県協会及びブロック予選、ラグビーマ

ガジンカップ関西ミニラグビー大会（10 月～1 月） 

(8)全国ジュニア大会近畿ブロック予選、女子関西大会（11 月～12 月） 

(9)クリスマス CUP 関西小学生タグラグビー大会（12 月） 

(10)関西スクールジュニア新人交流大会、サニックスワールドユース、女

子セブンズ関西予選会（3 月） 
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3.講習会・研修会 

(1)医務委員会 

 若手ドクター育成の勉強会・担架講習会 

(2)レフリー委員会 

 B 級・関西ディベロップメントスコッド・レフリーコーチ研修 

 関西パネルレフリー・学生レフリーの育成・強化 

 カンタベリー州とのレフリー国際交流 

(3)コーチ委員会 

 A・B・C 級コーチ養成講習会 

 スタートコーチ養成講習会 

 C 級コーチエデュケーター要請講習会 

(4)U12 普及育成委員会 

 ミニ指導者講習会 

 MRR 講習会 

(5)安全対策委員会 

 安全インテグリティ伝達講習会 

 

4.広報活動 

 HP・各種 SNS での発信、ファンクラブの運営、報道各社へのプレスリ

リース 

 

 

 

 

 

九州ラグビーフットボール協会 
 

1.レフリー委員会  

(1)各県委員⾧会議（6 月、12 月福岡、2 月） 

(2)レフリー研修会 

 九州地区トップレフリー研修会（8 月大分）、九州地区レフリー研修会

（8 月大分）九州地区 B 級レフリー認定講習会（8 月熊本）、三地域トッ

プレフリー研修会（8 月菅平） 

(3)各県巡回指導研修会（1 月～3 月） 

(4)レフリー研修会講師派遣 

(5)レフリー派遣 

(6)レフリーコーチ及び評価 

(7)コーチ・アセッサー研修会（日本協会エデュケーター認定講習会、12

月福岡） 

(8)委員⾧・副委員⾧会議（7 月、11 月福岡） 

(9)レフリー評価委員会（2 月福岡） 

(10)九州アカデミー研修 

(11)女子レフリー研修会 

 東日本ジャンボリー大会・研修会（7 月菅平）、全国女子ラグビー大会 

MO 参加、女子集合研修（2 月） 

(12)海外交流（11 月ロンドン） 

 

2.社会人委員会 

(1)第 61 回九州セブンズ（木元杯全九州７人制）大会（5 月鹿児島） 

(2)第 42 回九州地区国民体育大会（成年の部）（8 月大分） 
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(3)トップキュウシュウリーグリーグ戦（9 月～10 月） 

(4)トップキュウシュウリーグ順位決定戦（11 月） 

(5)トップキュウシュウリーグ入替戦（11 月） 

(6)三地域社会人リーグ順位決定戦（12 月～１月） 

(7)トップキュウシュウリーグ主務会議（8 月福岡） 

 

3.クラブ委員会 

(1)各県クラブ委員⾧会議（6 月佐賀、11 月福岡）、総務委員会（8 月、10

月、１月福岡） 

(2)第 42 回九州惑大会（6 月福岡）  

(3)第 19 回九州トップクラブリーグ戦（9 月～12 月） 

(4)第 49 回全九州クラブ・実業団大会（11 月～12 月福岡） 

(5)九州トップクラブ入替戦（1 月） 

(6)第 31 回全国クラブ大会（1 月～2 月） 

(7)メディカルトレーナー講習会（7 月～8 月） 

 

4.大学委員会 

(1)会議及び講習会 

 大学委員⾧会議、普及指導講習会（3 月～9 月） 

(2)九州学生ラグビーリーグ（9 月～11 月） 

(3)第 60 回全国大学選手権（11 月～12 月） 

(4)春季九州学生ラグビー交流戦（6 月～7 月） 

 

5.高専委員会 

(1)第 32 回九州高専新人大会（5 月） 

(2)九州高専委員⾧会議（11 月） 

(3)第 58 回九州地区高専大会（11 月） 

(4)第 53 回全国高専大会（1 月） 

(5)第 37 回九州高専チームリーダー講習会（3 月） 

 

6.高校委員会 

(1)サニックス 2023 ワールドユース交流大会（4 月～5 月福岡） 

(2)第 13 回全国高校女子合同大会九州代表選考会（5 月福岡） 

(3)第 76 回全九州高校大会（九州高体連主催、6 月佐賀） 

(4)九州高体連ラグビー専門部委員⾧会議（6 月佐賀） 

(5)九州高校強化委員会（6 月佐賀） 

(6)U17 九州代表選考合宿（7 月湯布院） 

(7)U16 九州ブロックトレセン（7 月湯布院） 

(8)第 13 回全国高校女子合同大会九州代表強化合宿（7 月福岡） 

(9)第 43 回九州地区国民体育大会（8 月大分） 

(10)第 5 回九州高校 U18 女子セブンズ大会（9 月福岡） 

(11)第 103 回全国高校選手権大会各県予選（10 月～11 月） 

(12)第 15 回Ｕ16・Ｕ17 九州交流会（12 月福岡） 

(13)サニックス 2024 ワールドユース交流大会予選会（1 月福岡） 

(14)第 46 回木元杯全九州高校新人大会（2 月宮崎） 

(15)第 11 回九州高校選抜女子セブンズ大会（2 月宮崎） 

(16)九州高校委員会及び強化委員会（2 月宮崎） 

(17)2024TID ユースキャンプ西日本トレセン（九州・中四国、3 月山口） 

(18)次年度Ｕ17 九州代表候補合宿（3 月湯布院） 

(19)第 25 回九州高校 10 人制大会（3 月熊本） 
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7.コーチ委員会 

(1)各県委員⾧会議（6 月、1 月） 

(2)日本協会コーチカンファレンス（6 月） 

(3)S 級コーチ養成講習会 

(4)A 級コーチ養成講習会（7 月福岡） 

(5)トップアスリート推薦者講習会（6 月埼玉） 

(6)九州協会コーチカンファレンス 

(7)B 級コーチ養成講習会（12 月福岡） 

(8)ブラッシュアップ講習会 

(9)新スタートコーチ養成講習会 

(10)その他、コーチ委員会として必要な事業 

 

8.中学委員会 

(1)第 1 回各県委員⾧会議（4 月福岡） 

(2)第 45 回新島杯九州ジュニアラグビー大会（7 月鯛生） 

(3)第 6 回九州女子中学生ラグビー大会（7 月鯛生） 

(4)第 2 回各県委員⾧会議（7 月鯛生） 

(5)第 36 回新島旗九州中学校ラグビー大会（7 月～8 月鯛生） 

(6)第 24 回ジュニアラグビー九州ブロック大会（男女、10 月熊本） 

(7)第 3 回各県委員⾧会議（10 月熊本） 

(8)九州 Jr インストラクター会議（10 月熊本） 

(9)第 25 回九州ジュニアラグビー福岡ジャンボリー（1 月福岡） 

(10)第 25 回九州ジュニアラグビー大分・別府ジャンボリー（2 月大分） 

(11)ジュニアラグビー指導者講習会  

 

9.普及育成委員会 

(1)会議・研修会 

 普及育成担当者研修会委員会（6 月福岡） 

 タグラグビー部門⾧会議（6 月福岡） 

 ラグビースクールプロモーション講習会（8 月佐賀） 

 タグラグビーエディケーター講習会（8 月宮崎） 

 九州 MRR 認定講習会（10 月福岡） 

 指導者講習会（8 月佐賀） 

 

(2)ミニラグビー 

 第 50 回九州少年ラグビー交歓会（10 月福岡） 

 第 24 回西九州ブロック交流大会（9 月⾧崎） 

 第 24 回東九州ブロック交流大会（10 月大分） 

 第 24 回南九州ブロック交流大会（11 月宮崎） 

 第 16 回沖縄県ブロック交流大会（2 月沖縄） 

 第 12 回トライドリームカップ（11 月佐賀） 

 第 3 回九州女子ミニラグビー交流会（1 月福岡） 

 

(3)タグラグビー 

 九州タグフェスタ（11 月宮崎） 

 タグラグビーフェスタ 

 タグラグビーティーチャー研修会 

 第 18 回九州女子タグラグビー大会（1 月福岡） 

 第 20 回全国小学生タグラグビー大会予選（12 月沖縄、1 月大分） 
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10.安全対策委員会 

(1)高専リーダー講習会（4 月熊本） 

(2)安全・インテグリティ推進講習会（4 月～6 月） 

(3)セーフティーアシスタント認定講習会（4 月～7 月） 

(4)2024 年度安全・インテグリティ推進伝達講習会（1 月） 

(5)2024 年度九州協会スケジュール会議において研修会（2 月福岡） 

(6)九州メディカル・安全対策委員会合同総会（委員⾧会議、3 月福岡） 

 

11.強化・セレコン委員会  

(1)第 58 回 九州セブンズ（木元杯全九州７人制）大会（5 月鹿児島） 

(2)大学生合同練習指導（6 月・9 月熊本） 

(3)トップキュウシュウリーグＡ、九州学生リーグ視察 

(4)強化・セレコン委員会（九州代表セレクト会議） 

(5)三地域強化委員⾧会議 

 

12.総務委員会 

(1)会員名簿の作成（8 月） 

(2)主要スケジュール、メンバー表の作成、配布 

(3)九州及び各県公式記録の編集のデータ化（8 月） 

 

 

 

 

 

 

13.広報委員会 

(1)日本協会機関誌への投稿記事作成 

(2)九州協会公式ホームページ、SNS などでの情報発信 

(3)各県広報委員⾧会議（11 月福岡） 

(4)報道機関への大会など開催及び結果リリース 

(5)メディア配信環境整備、拡充（9 月） 

 

14.メディカル委員会 

(1)公式戦 マッチデイドクター派遣 

(2)九州メディカル総務委員会（9 月福岡） 

(3)九州協会 メディカル委員会・安全対策委員会合同総会（3 月福岡） 

(4)日本代表チーム帯同医師派遣への協力 

(5)ジャパンラグビーリーグワン・メディカルコントロール 

(6)ワールドラグビーメディカル資格講習会開催 

(7)新型コロナウイルス感染防止対策アドバイス 

(8)医療器具 新規購入・器具修理 

(9)マッチデイドクター講習会 
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15.女子委員会 

(1)女子委員⾧会議（4 月、12 月大分） 

(2)サニックスワールドユース女子セブンズ大会（4 月福岡） 

(3)南部九州女子交流大会（5 月） 

(4)北部九州女子交流大会（6 月佐賀） 

(5)第 10 回九州ガールズフェスタ（12 月大分） 

(6)九州ウィメンズセブンズ（3 月福岡） 

(7)サニックスガールズセブンズキャンプ（2 月福岡） 

 

16.マーケティング委員会 

(1)賛助会員募集強化策の検討・実施（福岡） 

(2)スクラム組もうぜ九州の施策の実施（福岡） 

(3)九州協会公式ホームページ、SNS の活用（福岡） 

(4)マーケティング委員会の会議開催（福岡） 

(5)メディアとの意見交換会 

(6)普及活動費の検討 

 

17.登録者傷害見舞金運営委員会 

(1)登録管理 

 各県各月登録状況管理、登録費入出金管理、登録費決算管理、登録関連

資料作成 

(2)傷害見舞金管理 

 傷害報告受付管理、傷害見舞審査会開催、傷害見舞金払出管理、傷害見

舞金決算管理、傷害見舞関連資料作成管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


